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2011 年 5 月 11 日 

産宮住吉神社産宮住吉神社産宮住吉神社産宮住吉神社とからくりとからくりとからくりとからくり人形人形人形人形 

 

若宮八幡社の敷地北東に昭和３４年住吉町の氏子たち

の寄進にて「「「「産宮住吉神社産宮住吉神社産宮住吉神社産宮住吉神社」」」」が造営され、我が国最も

古いといわれるからくり人形９体が御神体として祭ら

れております。 

当時の「蔦茂」の祖父・深田良矩を代表に町内の多く

の料理店、キャバレー、飲食関連の店・企業が寄付し

た石碑が大戦後賑やかな飲食業の繁栄を彷彿とさせま

す。 

昭和２０年の名古屋大空襲時に境内にあった住吉町の

蔵（現存）が山車「「「「河水車河水車河水車河水車」」」」を戦火から救いました。

山車は東区出来町中之切にて保存活用いただけるとの

ことで昭和２３年に売却しましたが、からくり人形な

どは蔦茂の庭倉庫に管理されていたものを社新設に伴

い御神体として移管しております。 

 

旧住吉町の山車は、延宝 2 年（1674）に建造された産宮参産宮参産宮参産宮参車車車車（うぶみやまいり）が最初で

す。その古図によると、上段に社壇を設け、その前面に神主・神子・乳母・小児・丁稚の、

５体の人形を配置しています。 

その後、宝暦 11 年（1761）に能楽「菊慈童」の人形に変更されました。 

住吉神社（旧住吉町所管）・社壇に安置される９体の人形頭の内、５体は複数の絵画資料が

存在する事もあり、すでに高い史料性を示す文化財であり、また残りの４体についても、

今後の精密な調査を加えれば、同じく重要な文化遺産である可能性が高いと判断されます。 

良矩じいちゃん曰く「正雄が倉庫で玩具代わりにからくり人形にいたずらするので、新し

くできた神社にご神体として祭っておくのだ。もう誰も売却もできないし、美術館に取ら

れることもない。」と安心していたようです。お蔭で毎年１１月１５日の住吉祭礼の日の

みに拝謁できる神様となり、写真撮影・解体調査は全くできない状態となりました。 

また、住吉町は多くのからくり師が住みついた他、踊り、お茶、能楽師とともに武家衆と

町衆が共に遊興した、三業者の町として江戸時代から発展したといわれております。 

 



 

現存する住吉町の山車： 

住吉町菊慈童車改メ「河水車」明和 9 年開始 現・東区出来町３「河水車」 

「（伝）産宮参車」改メ菊慈童車 宝暦 11年 現・東区出来町西之切「鹿子神車」 

では、何故、最も古いといわれる「産宮参りからくり人形」５体が残ったのでしょうか？ 

町名が住吉大社に由来していることもあり、住吉三神とともに祀られる神功皇后が、三韓征伐後に

応神天皇（若宮八幡社の祭神のひとり）を産んだという神話にあやかって、氏子中の安産の祈りを

込めて載せたものと思います。（山車保存会・木村哲男氏） 使用されない人形頭は町の宝として、

江戸時代は住吉町町代宅に保管されていましたが、明治年間に八幡社内（現存・本殿北側）に住

吉町の蔵を造営、その中に河水車とともに保管されていました。昭和２０年の大空襲においても蔵

と保管中の山車・からくりからくりからくりからくりのみ焼失を免れましたが、山車は売却、治安に課題があり町内総代の深

田良矩がからくりを蔦茂店内倉庫に保管することとなり、名古屋城再建の年、住吉社完成とともに

移動し、何と「「「「御神体御神体御神体御神体」」」」としてしまったのです。 

 

若宮八幡社若宮八幡社若宮八幡社若宮八幡社ののののパワースポットパワースポットパワースポットパワースポット：：：：    

名古屋城築城以前、若宮八幡社は城内にありましたが、築城に伴って現在の地へ移され、寛文

11 年（1671）から御神事が再興されました。現在は毎年５月１５－１６日例祭開催されています。 

当初は傘鉾（末広町）や獅子頭（矢場町）など、各氏子町内から多くの警固を出して、三の丸天王

社へ神輿渡御を行う御祭礼として始まりましたが、延宝年間（1673〜1680）には末広町・門前町・中

須賀町・住吉町・玉屋町・大久保見町などから華麗な山車が曳き出され、最盛期には 7 輌の山車

が本町通りを行き来しました。明治時代に隆盛した鉄砲町と住吉町のみが山車の蔵を境内に建設、

また、それぞれの町の神を祭っております。境内のパワースポットとして、社殿めぐりと歴史由来を

お楽しみ下さい。 

 

若宮龍神社若宮龍神社若宮龍神社若宮龍神社（わかみやりゅうじんじゃ）    水の神様・龍神祭１１月１日 

連理稲荷社連理稲荷社連理稲荷社連理稲荷社（れんりいなりしゃ）“二百歳の狐の願い”の伝承地 

社祭：毎年初午(旧暦二月の最初の午)の日に商売繁盛、家内安全を祈願して。 

恵美須神社恵美須神社恵美須神社恵美須神社（えびすじんじゃ）商売繁盛、初ゑびす 1月 5 日、ゑびす祭 10月 20 日 

熊熊熊熊野社野社野社野社、日吉社日吉社日吉社日吉社、、、、香良洲社香良洲社香良洲社香良洲社、、、、天神社天神社天神社天神社、、、、秋葉社秋葉社秋葉社秋葉社    合同、昭和 43 年 末広町八幡講建立 

神御衣社神御衣社神御衣社神御衣社（みごろもしゃ）西脇家他末広町問屋衆が繊維の神様として大正 11 年に建立 

針塚針塚針塚針塚（はりづか））））昭和 33 年 2 月 8 日建立。２月８日針供養まつり：特製の豆腐やこんにゃ

くに使った針をさして供養するとともに、裁縫の上達を願う女性達の古くからの年中行事

の一つで、今では神御衣社でのこのお祭りは、女性達の幸せを願うお祭り

http://www.wakamiya-bridal.com/wakamiya/powerspot/index.html 


